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Himawari Festival 2008

展望台から見たひまわり畑。ここでは約１８万本ものひまわりたちが大輪
の花を咲かせ、訪れる人々を迎えました。
太陽の光を一身に浴びたひまわりは、私たちに元気を与えてくれます。

黄金色に染まる黄金色に染まる、、
野木の夏野木の夏。。



流れる汗をぬぐいながら大迷路を駆け回る子どもたち。自慢
のカメラ片手に撮影ポイントを探すアマチュアカメラマン。
今年も、黄金色に染まるひまわり畑は多くの人出で賑わいを
みせました。



（4）

６
年
　
 橋
 

は
し

 本
 

も
と

 彩
 

あ
や

 子
 
こ

　
私
が
「
あ
い
さ
つ
劇
」
を
や
っ

て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
み
ん
な
に

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
普
段
み
ん
な

の
あ
い
さ
つ
の
声
が
小
さ
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
あ
い
さ
つ

が
苦
手
だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
劇

を
や
っ
て
、
少
し
自
信
が
も
て
ま

し
た
。

６
年
　
 宇
 
う

 賀
 
が

 神
 

じ
ん

 友
 

と
も

 優
 

ひ
ろ

　
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
、
あ
い

さ
つ
を
返
し
て
く
れ
な
い
と
「
ど

う
し
た
ん
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
方
々
も
こ
ん
な
気
持
ち
だ

っ
た
の
か
と
思
っ
た
ら
、
必
ず
元

気
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

６
年
　
 小
 
こ

 林
 

ば
や
し

 弘
 

ひ
ろ

 道
 

み
ち

　
あ
い
さ
つ
運
動
を
計
画
し
て
、

各
委
員
会
に
あ
い
さ
つ
の
劇
を
し

て
も
ら
い
、
新
橋
小
の
あ
い
さ
つ

が
元
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
が
あ
い
さ
つ
を

進
ん
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ

し
い
で
す
。

３
年
　
 秋
 

あ
き

 島
 

し
ま

 友
 

と
も

 志
 
し

　
「
朝
の
あ
い
さ
つ
」で
、
六
年
生

た
ち
が
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
る
の
で
学
校
が
明
る
く
な
り
ま

し
た
。

３
年
　
 佐
 
さ

 藤
 　

と
う

 麟
 

り
ん

　
六
年
生
の
あ
い
さ
つ
運
動
で
、

み
ん
な
が
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
で

す
。

４
年
　
 泉
 　

い
ず
み

 杏
 

あ
ん

 奈
 
な

　
児
童
会
の
よ
び
か
け
で
、
あ
い

さ
つ
ポ
ス
タ
ー
を
か
い
て
い
ま
し

た
。
　
そ
の
時
、
わ
た
し
は
き
ち
ん
と

あ
い
さ
つ
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

そ
う
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
、

わ
た
し
は
あ
い
さ
つ
は
大
切
だ
と

思
い
、
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

５
年
　
 小
 
お

 澤
 

ざ
わ

 弥
 
み

 奈
 
な

　
あ
い
さ
つ
は
元
気
の
源
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
六
年
生
が
行
っ
て

い
る
「
朝
の
あ
い
さ
つ
」で
、
元
気

に
な
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
も
元
気
な
あ
い
さ
つ

を
し
、
周
り
の
人
を
明
る
く
さ
わ

や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
い
で
す
。

児
童
の
声

１
年
　
 松
 

ま
つ

 本
 

も
と

 真
 
ま

 夏
 

な
つ

　
六
ね
ん
せ
い
が
あ
い
さ
つ
を
い

つ
も
し
て
く
れ
る
の
で
、
じ
ぶ
ん

も
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

１
年
　
 加
 
か

 納
 

の
う

 大
 

た
い

 成
 

せ
い

　
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
み
ん
な
に

っ
こ
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、

げ
ん
き
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
で

す
。

２
年
　
 合
 

ご
う

 田
 
だ

 玲
 

れ
い

 華
 
か

　
わ
た
し
は
、
六
年
生
の
朝
の
あ

い
さ
つ
に
ま
け
な
い
よ
う
に
、
大

き
な
こ
え
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

ま
す
。

２
年
　
 永
 

な
が

 井
 
い

 友
 
ゆ

 梨
 
り

 奈
 
な

　
わ
た
し
は
、
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
。
み
ん
な
と

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
で
す
。

 

産
朝
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

産
集
会
時
や
ビ
デ
オ
放
送
に
よ
る

「
あ
い
さ
つ
劇
」

産
「
あ
い
さ
つ
ポ
ス
タ
ー
」掲
示

 

　
今
年
度
、
新
橋
っ
子
た
ち
の
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
は
次
の
三
つ
で

す
。

一
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し

　
　
よ
う

二
、
先
生
や
友
達
の
話
を
き
ち
ん

　
　
と
聴
こ
う

三
、
廊
下
の
右
側
を
歩
こ
う

　
こ
の
中
の
「
大
き
な
声
で
あ
い

さ
つ
を
し
よ
う
」
に
つ
い
て
、
児

童
会
の
新
橋
委
員
会
が
提
案
し
、

全
校
で
進
ん
で
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の

児
童
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。
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　私の住む本新田自治会の子どもたちにとって唯一の遊具といえるブランコの

設置してある水神様の庭園があります。春には桜の花が空をピンクに染めてく

れます。夏には桜の葉や椿の葉が生い茂るグリーンシャワーの中で、輪投げや

ゲートボールを楽しむ高齢者の方々の笑い声が弾んでいます。秋には周辺の田

の稲穂が黄金色に輝き、実りの秋を知らせてくれます。冬は北風が吹き抜け、

散歩を楽しむ人や野良犬などがたまには通り過ぎていく所です。このような四

季おりおりの情景を味わえる場所に水神様はあります。

　その水神様の片隅にお地蔵さんと十九夜供養の石碑が十基以上も建っていま

す。一番古い石碑は、すでに朽ち果てていて判読不明の状態です。それでも何

とか読み取れるものを古い順番にたどってみると、安永・寛政・文化・天保・

明治と記されているのが分かります。新しいものでは、『大正十五年　下都賀郡

野木村大字友沼本新田　女人三十四名』とはっきり読み取ることができました。

　この十九夜講は“十九夜様”といって、本新田に住む女性たちが安産の祈願

と「おかげさまで元気な赤ちゃんが生まれました」とお礼参りをする昔ながら

の行事です。年に二回、十九夜講という名のとおり１２月１９日と２月１９日に行わ

れていました。昔の多忙な女性たちにとって、唯一子ども連れでのんびりする

ことのできる楽しみのひとつであったと聞いています。この行事は、二日間に

わたって行われ、回り番で宿（会場）が決められ、当番がその宿で煮炊きをし、

昼と夜にご馳走をふるまっていたそうです。

　しかし、時代の流れとともに二日間が一日だけとなり、年に二回が一回にな

ってしまったそうです。また、宿の負担軽減のため会場を個人宅から本新田コ

ミュニティーセンターを利用して行うようになりました。期日も１９日から１９日

直前の日曜日へ変更になりました。当番による煮炊きも、お寿司の出前を取っ

ての会食へとなってしまいました。本新田でも勤めに出る女性が増えたことと、

赤ちゃんを産む女性が減ってしまったことが大きな要因であると思われます。

　お参りをする順番は、昔から決まっていて、コミュニティーセンター隣りの

観音様からスタートして、水神様にある十九夜供養塔へ手を合わせ、最後に地

区内の十字路にある道祖神へそれぞれお線香を供えてお参りをしていきます。

ひととおりのお参りが済むと、コミュニティーセンターに集合し、安産の神様

で有名な雨引観音様の掛け軸の下にローソクを灯し、白米を供えます。出産間

近の女性が、そのローソクをいただいて帰ってい

きます。言い伝えによれば、そのいただいたロー

ソクが短ければ短いほど安産になるそうです。

　このようにほのぼのとした地域の伝統行事は、

せちがらく何かとあわただしい昨今の世の中だか

らこそあえて続いていってほしいと願わずにはい

られません。

十九夜講
～ほのぼのとした地域の伝統行事～
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　　　　元気の出るスポーツクラブのぎ事業 

元気いきいき体験教室

　普段、運動をしていない方や興味

のある方を対象に体験教室を行いま

す。気楽にご参加ください。

日　時　９月第２・第４月曜日

　　　　午前９時３０分～１１時

場　所　町体育センター

内　容

　カローリング・スポーツ吹き矢等

参加無料

指導者　体育指導員

※体育館シューズ、上履きを各自用

意してください。

申込方法

　９時までに直接会場にお越しくだ

　さい。

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１７９

のぎスポレクフェスタ２００８ 

第4回シニアゴルフ大会 
第9回レディースゴルフ大会

期　日　１０月２２日（水）

場　所　都賀カンツリー倶楽部

対　象

　町在住在勤者及びその紹介者

　シニア（６０歳以上）

　レディース（年齢制限なし）

定　員

　シニア・レディース　計１００名

競技方法　新ペリア方式

参加料　１０００円

※プレー費等は各自負担

申込期間　９月８日～２６日

申込方法

　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１７９

 

おはなし会

■

日　時　９月５日（金）

　　　　午前１１時～１１時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　グレース森

■

日　時　９月９日、１６日（火）

　　　　午前１１時～１１時２０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　ピノキオ

■

日　時　９月２０日（土）

　　　　午後２時～２時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

プログラム　絵本と紙しばい　他

対　象　４歳位から小学生

図書館職員

こども映画会

「セロ弾きのゴーシュ」

日　時　９月２７日（土）

　　　　午後２時～３時５分

会　場　２階ホール

対　象　５歳以上

学校移動図書館

　ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しま

すのでご利用ください。

　ただし、児童書中心でビデオテー

プの貸し出しは行っていません。

９／５　友沼小　　１３：１０～１４：１０

９／１０　南赤塚小　１３：００～１４：００

９／１１　新橋小　　１３：２０～１４：２０

９／１６　佐川野小　１３：１５～１４：００

９／２５　野木小　　１３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産枕女優　　　　　　　（新堂冬樹）

産十津川警部アキバ戦争

（西村京太郎）

産彩雲国物語黎明に琥珀はきらめく

（雪乃紗衣）

産調べる技術・書く技術

（野村進）

産あたしんちドレミソ～クッキング

　　　　　　　（マンマ　タチバナ）

産いじめるな外　　　　（香山リカ）

＜児童書＞

産虹色ほたる　　　　　（川口雅幸）

産ニック・シャドウ真夜中の図書館

　４・５　　　（ニック・シャドウ）

産アイアンハンド

（チャーリー　フレッチャー）

産追放されしもの

（ミシェル　ペイヴァー）



パソコン・サロン

　ボランティアによる初心者対象パ

ソコン相談室を開催しています。

日　時　９月１１日（木）

　　　　午後１時～４時

　　　　９月２０日（土）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

場　所　町公民館２階第４研修室

申込不要

※日程変更もありますので、公民館

掲示板で確認するか、問い合わせく

ださい。

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

ホフマン式窯の公開

　国指定の重要文化財、旧下野煉化

製造会社の煉瓦窯を今年も一般公開

します。

　昨年同様、苛文化財建造物保存技

術協会職員による説明を行います。

　説明の際は、普段は見ることので

きない「窯の上部・内部」まで、特別に

お見せする予定です。

日　時　１０月５日（日）

　　　　午前１０時～午後４時

説明時間（各回15人ずつ）

　①午前１０時～　②午前１０時３０分～

　③午前１１時～　④午前１１時３０分～

　⑤午後１時～　⑥午後１時３０分～

　⑦午後２時～　⑧午後２時３０分～

　⑨午後３時～　⑩午後３時３０分～

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１７６ 

元気の出るスポーツクラブのぎ事業 

ヒップホップダンス教室

　ヒップホップダンスはもっとも始

めやすいダンスジャンルのひとつ。

　運動神経や特別な技術がなくても、

リズムの取り方や基本的なステップ

のやり方を練習することで、比較的

短期間で、気軽に音楽にのって踊る

ことができるようになります。

日　時　９月１８日～１０月３０日

　　　　毎週木曜日　（全７回）

　　　　午後６時～７時３０分

場　所　エニスホール　他

講　師　ヒップホップダンサー

　　　　溝口有沙さん

対　象

　町内の小学５年生～中学２年生

※保護者の送迎要

定　員　１５名

参加料　１５００円

持ち物　運動のできる服装、上履き、

　　　　タオル、飲み物等

申込期間　９月４日～

　　　　　（定員になり次第締切）

申込方法

　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１７９

元気の出るスポーツクラブのぎ事業 

元気の出る 
養生気功教室

　動作、呼吸法、意識の制御、心身

をリラックスして自分の身体を調整

する気功法です。

日　時　９月１６日～１０月１４日

　　　　毎週火曜日　（全５回）

　　　　午後３時～４時３０分

場　所　町公民館

講　師　NPO気功文化センター理事

　　　　小澤洋子さん

定　員　２０名

対　象　町在住者

参加料

　クラブ会員　１０００円

　非会員　　　１５００円（保険料含む）

持ち物　運動のできる服装、タオル、

　　　　ストレッチ（ヨガ）マット、

　　　　飲み物等

申込期間　９月８日～

　　　　　（定員になり次第締切）

申込方法

　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１７９

元気の出るスポーツクラブのぎ事業 

ヨガピラティス

　ヨガとピラティスを融合したエク

ササイズです。

日　時　９月１９日～１０月２４日

　　　　毎週金曜日（全６回）

　　　　午後１時～２時２０分

場　所　町公民館

講　師　認定指導員　染野智子さん

対　象　町在住者

定　員　２０名

参加料

　クラブ会員　１０００円

　非会員　　　１５００円（保険料含む）

持ち物　運動のできる服装、タオル、

　　　　ヨガマット、飲み物等

申込期間　９月５日～

　　　　　（定員になり次第締切）

申込方法

　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１７９
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9
月
9
日
は
救
急
の
日
で
す

～
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
、

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
、
応
急
手
当
～

①
救
命
リ
レ
ー
の
第
１
走
者
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
で
す

　
図
は
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
時

の
時
間
経
過
と
死
亡
率
を
示
し
た
も

の
で
す
。
例
え
ば
心
臓
停
止
を
み
る

と
、
３
分
で
　
％
、
５
分
で
　
％
近

５０

９０

く
の
死
亡
率
に
な
り
ま
す
。
救
急
車

が
１
１
９
番
通
報
を
受
け
て
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は
約
５

分
　
秒
で
す
。
何
も
し
な
い
で
救
急

４０
車
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
ほ
ぼ
助

か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
が

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
、
応

急
手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
救

命
リ
レ
ー
の
第
一
走
者
は
あ
な
た
で

す
。

②
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　
救
急
車
は
、
け
が
や
病
気
な
ど
で

緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請

す
る
と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と

す
る
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

遠
く
の
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に

な
り
、
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で
、
救

え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
緊
急
性
が
な
く
自
分
で

病
院
に
行
け
る
場
合
は
、
救
急
車
以

外
の
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状

況
な
ど
か
ら
、
急
い
で
病
院
に
連
れ

て
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
た
時

に
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を
し

て
く
だ
さ
い
。
救
急
車
を
本
当
に
必

要
と
す
る
人
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
小
山
消
防
署
野
木
分
署

撒（
　
）
１
１
１
９

５７

救
急
フ
ェ
ア
2
0
0
8

　
消
防
署
で
は
、
救
急
の
日
に
あ
わ

せ
て「
救
急
フ
ェ
ア
2
0
0
8
」を
開

催
し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
　
日（
日
）

１４

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
　
所
　
道
の
駅
思
川

内
　
容
　
成
人
や
小
児
等
の
心
肺
蘇

　
　
　
　
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験

※
一
般
公
募
の
普
通
救
命
講
習
会
も

年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
小
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
野

木
分
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
山
消
防
署
野
木
分
署

撒（
　
）
１
１
１
９

５７

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種
（
第
１
～

　
　
　
　
　
６
類
）
・
丙
種

試
験
日
　
　
月
９
日（
日
）

１１

試
験
場
所
　
白
　
大
学

受
付
期
間

　
９
月
８
日
～
　
日
１９

　（
土
日
・
祝
日
除
く
）

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

３０

願
書
提
出
先

　
小
山
市
消
防
本
部
予
防
課
に
持
参

そ
の
他

　
受
験
案
内
、
受
験
願
書
、
手
数
料

　
払
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
予
防
課

　
・
消
防
署
・
各
分
署
に
用
意
し
て

　
あ
り
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
５
７

２１

秋
の
交
通
安
全
 

　
　
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
 

あ
な
た
が
主
役
で
す

運
動
の
基
本

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

期
　
間

　
９
月
　
日（
日
）～
　
日（
火
）

２１

３０

運
動
の
重
点

　
①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

　
着
用
の
徹
底

　
②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

　
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

　
③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
町
生
活
環
境
課
撒（
　
）
４
１
３
２

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、

発
病
や
重
症
化
防
止
に
有
効
な
予
防

接
種
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

①
町
在
住
の
満
　
歳
以
上（
接
種
時
）

６５

　
で
希
望
す
る
方

②
町
在
住
の
満
　
歳
以
上
　
歳
未
満

６０

６５

　（
接
種
時
）
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

　
吸
器
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

　
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障

　
が
い
を
有
す
る（
厚
生
労
働
省
令
）

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
所
持
者

　
で
希
望
す
る
方

期
　
間
　
　
月
１
日
～
２
月
末
日

１０

料
　
金
　
町
内
で
接
種
の
場
合
、
自

　
　
　
　
己
負
担
額
２
０
０
０
円

　
　
　
　（
た
だ
し
１
回
分
の
み
）

実
施
医
療
機
関

　
岩
崎
医
院
・
菊
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

　
木
村
外
科
胃
腸
科
内
科
医
院
・
近

　
藤
医
院
・
さ
く
ら
診
療
所
・
鹿
野

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
寺
内
整
形
外
科
・

　
野
木
病
院

町
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

　
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

①
契
約
医
療
機
関
で
接
種

　
小
山
地
区
医
師
会
、
古
河
市
医
師

会
、
猿
島
郡
医
師
会
と
は
予
防
接
種

契
約
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
医

師
会
員
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
は
、
接
種
料
と
町
負
担
額
（
３
０

０
０
円
）
の
差
額
を
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
契
約
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
接
種

　
ま
ず
、
接
種
料
全
額
を
支
払
っ
て
、

そ
の
後
、
必
要
書
類
等
を
添
え
町
健

康
福
祉
課
へ
助
成
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
町
負
担
額（
３
０
０
０
円
）を
限

度
に
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

必
要
書
類
等

　
①
印
鑑
②
本
人
の
預
金
口
座

　
③
領
収
書
④
予
診
票
写
し

接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

　
保
険
証
・
健
康
手
帳（
　
歳
以
上
）

７５

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
 

免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
、

　
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り

１０ま
す
。

全
額
免
除

産
身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

・
精
神
障
が
い
者
が
世
帯
構
成
員
で

あ
り
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
場
合
に
全
額
免
除
と
な
り
ま

す
。

※
従
来
の
「
身
体
障
が
い
者
」「
重
度

の
知
的
障
が
い
者
」
か
ら
対
象
を
拡

大
し
ま
す
。

※
生
活
状
態
の
条
件
を
「
市
町
村
民

税
非
課
税
」
に
統
一
し
ま
す
。

半
額
免
除

産
世
帯
主
が
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者

で
、
放
送
受
信
契
約
を
し
て
い
る
場

合
に
半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

産
世
帯
主
が
重
度
の
障
が
い
者
（
身

体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精

神
障
が
い
者
）
で
、
放
送
受
信
契
約

を
し
て
い
る
場
合
に
は
半
額
免
除
と

な
り
ま
す
。

※
従
来
の
「
重
度
の
し
体
不
自
由
者
」

か
ら
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

申
請
手
続

　
町
健
康
福
祉
課
で
随
時
受
付

持
参
す
る
も
の

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
鑑

　
お
客
様
番
号
の
分
か
る
書
類

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
２

５７

　
年
度
栃
木
県
市
町
村
総
合

２０事
務
組
合
職
員
採
用
試
験

職
種
・
採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務
　
２
人

資
　
格

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
昭
和
　
年

５４

６２

　
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
程
・
内
容

酸
第
１
次
　
　
月
２
日（
日
）

１１

　
教
養
試
験（
高
卒
程
度
）、

　
適
応
性
検
査

酸
第
２
次
　
　
月
下
旬

１１

　
作
文
試
験
、
口
述
試
験

会
　
場
　
栃
木
県
自
治
会
館

申
込
書

　
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
で
試
験

　
要
綱
、
申
込
書
を
配
布
。
郵
送
希

　
望
者
は
、
返
信
用
封
筒
（
角
２
型
、

　
１
２
０
円
切
手
貼
付
、宛
先
明
記
）

　
を
同
封
し
、「
申
込
書
希
望
」
と
明

　
記
し
て
請
求
く
だ
さ
い
。

　
〒
３
２
０
‐
０
０
３
２

　
宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２
‐
　１６

　
自
治
会
館
２
F

　
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
総
務
課

受
付
期
間
　
　
月
６
日
～
　
日

１０

１５

問
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
　
撒
０
２
８（
６
２
５
）
３
０
１
１

お知らせ

（9）



（10）

入
院
時
の
食
事
代
減
額
制

度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
下
の

条
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、　

歳
以
上
（
　
歳
以
上
で

７０

６５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
含

む
）
で
療
養
病
床
に
入
院
さ
れ
て
い

る
下
の
条
件
の
方
も
申
請
に
よ
り
減

額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
食
費
及
び

居
住
費
が
減
額
に
な
り
ま
す
。 

酸
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

額
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

持
参
す
る
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
鑑

酸
国
民
健
康
保
険
加
入
者

額
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主

　
が
市
町
村
民
税
非
課
税

持
参
す
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

問
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
３
６

５７

 

３
つ
の
基
礎
年
金
が
 

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト

興
老
後
に
備
え
ま
す

興
不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

１
つ
、
老
齢
基
礎
年
金

産
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
　

２０

６０

４０

年
間（
４
８
０
月
）の
全
期
間
保
険
料

を
納
め
た
方
は
、　

歳
か
ら
満
額
の

６５

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

産
保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間

の
年
金
額
は
、
３
分
の
１（
将
来
は
２

分
の
１
）
と
な
り
ま
す
が
、保
険
料
未

納
期
間
は
年
金
の
対
象
期
間
に
な
り

ま
せ
ん
。

産
会
社
員
や
公
務
員
で
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た
方
に
は
、

老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
が

上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険

料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
　
年
間

２５

（
３
０
０
月
）
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

２
つ
、
障
が
い
基
礎
年
金

産
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
を
負
わ
れ

て
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
障

が
い
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

産
国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
ケ
ガ

で
障
が
い
等
級
表（
１
級
・
２
級
）
に

よ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
間
は
障

が
い
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り

ま
す
。

３
つ
、
遺
族
基
礎
年
金

産
国
民
年
金
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た

は「
子
」
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
は
　
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
、

１８

ま
た
は
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
　
歳
２０

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
子
の

人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

　
障
が
い
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
障
が
い
や

死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま

で
の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分

の
２
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険

料
が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死

亡
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
４
０

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

※参考

入院時食事代の標準負担額（１食当り）

２６０円一般、現役並み所得者

２１０円９０日までの入院
市町村民税非課税世帯等

１６０円９０日を超える入院

１００円
７０歳以上で世帯全員が市町村民税非課税、
かつ各所得額が０円となる世帯に属する方

療養病床に入院されている方の食費及び居住費標準負担額

食　費　４６０円
居住費　３２０円

①一般、現役並み所得者

食　費　２１０円
居住費　３２０円

②市町村民税非課税の世帯に属する方

食　費　１３０円
居住費　３２０円

③②のうち世帯全員が

所得０円の世帯に属する方

食　費　１００円
居住費　　0円

④③のうち老齢福祉年金受給者

※食費は１食当り、居住費は１日当りの負担額です。
※一般、現役並み所得者の食費負担額は入院している医療機関によ
って異なります。詳しくは医療機関に問い合わせください。



第
３
回
町
内
史
跡
等
を
 

た
ど
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
町
観
光
協
会
で
は
、
今
年
度
も
町

内
の
史
跡
等
を
た
ど
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。
普
段
な
に
げ
な

く
通
っ
て
い
る
場
所
に
も
町
の
歴
史

を
秘
め
た
社
寺
や
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
町
郷
土
史
研
究
会
の
軽
部
重
夫
さ

ん
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
町
に
対

す
る
愛
着
を
深
め
、
健
康
を
増
進
し

よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
土
）

１０

１１

集
　
合
　
赤
塚
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
１５

出
　
発
　
午
前
９
時
　
分
３０

定
　
員
　
先
着
　
名
３０

参
加
費
　
３
０
０
円

　
　
　
　（
軽
食
代
・
保
険
料
等
）

申
込
期
間
　
９
月
８
日
～
　
日
１９

　
　
　
　
　（
土
日
・
祝
日
除
く
）

申
込
方
法

　
参
加
費
を
添
え
町
産
業
課
へ

コ
ー
ス
（
約
５
娃
）

　
赤
塚
ふ
れ
あ
い
公
園
→
下
屋
敷
→

　
日
月
神
社
→
大
塚
古
墳
→
倉
井
少

　
尉
墜
落
現
場
→
金
剛
寺
廃
寺
跡
→

　
針
谷
屋
敷
→
根
渡
神
社
→
赤
塚
ふ

　
れ
あ
い
公
園

問
町
観
光
協
会
事
務
局

　（
町
産
業
課
内
）撒（
　
）
４
１
５
３

５７

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
町
観
光
協
会
で
は
冬
の
風
物
詩
と

し
て
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
電
飾
）

を
、
町
役
場
を
主
会
場
と
し
て
実
施

し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
取
り

入
れ
て
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
飾
り
付
け
な
ど
を
実
施
す
る
に
当

た
り
「
み
ん
な
で
考
え
」「
み
ん
な
で

立
案
」「
み
ん
な
で
実
行
」
し
て
い
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象
　
町
在
住
在
勤
者

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

募
集
人
員
　
先
着
　
名
程
度

３０

受
付
期
間
　
９
月
８
日
～
　
日
１９

　
　
　
　
　（
土
日
・
祝
日
除
く
）

申
込
方
法
　
町
産
業
課
へ
（
電
話
可
）

蕎
　
蕎
　
蕎

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
自
慢
募
集

　
町
観
光
協
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
や
会
社
・
事
務
所
等
で
行
わ
れ

て
い
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
電
飾
）

を
募
集
し
ま
す
。

　
建
物
、
樹
木
な
ど
に
飾
ら
れ
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
他
の
人
に
見
せ

た
い
、
見
せ
て
自
慢
し
た
い
方
が
い

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
町
観
光
協
会
事
務
局

　（
町
産
業
課
内
）撒（
　
）
４
１
５
３

５７

障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間

　
９
月
は
障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
も
障
が
い

の
な
い
方
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
、

活
動
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。蕎

　
蕎
　
蕎

南
と
ち
ぎ
障
が
い
者
雇
用
促
進
会

　
県
南
地
区
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
栃

木
・
佐
野
・
足
利
・
小
山
）
合
同
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
企
業
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
８
日（
水
）

１０

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

場
　
所
　
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
１
５
２
４

２２

耳
の
聞
こ
え
と
難
聴
・
補

聴
器
相
談
会
と
講
演
会

日
　
時

　
９
月
　
日（
日
）

２１

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時
　
分

１０

３０

場
　
所

　
小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
４
Ｆ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
室

内
　
容

　
難
聴
者
各
種
相
談
、
補
聴
器
相
談
、

　
難
聴
者
に
役
立
つ
情
報
の
展
示
と

　
配
布
、
講
演
会

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち
ぎ
難
聴

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
１
３
２
５

５１

お知らせ

（11）



（12）

ア
グ
リ
ツ
ア
ー
 

さ
つ
ま
い
も
の
 

収
穫
体
験

　
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

会
で
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

の
一
環
と
し
て
、
さ
つ
ま
い
も
の
収

穫
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
か
し
い

も
等
を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
会
や
野

菜
の
直
売
も
あ
り
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
土
）

１０

１８

　
　
　
　
午
前
　
時
～

１０

場
　
所
　
町
内
の
畑

対
　
象
　
町
在
住
者

　
　
　
　（
家
族
参
加
歓
迎
）

定
　
員
　
先
着
　
名
５０

参
加
料
　
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料
。
た
だ
し
、

中
学
生
以
下
だ
け
の
参
加
は
不
可
。

申
込
期
間

　
９
月
　
日
～
　
日

２４

２６

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

申
込
方
法

　
参
加
料
を
添
え
町
産
業
課
へ

問
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

　
会
事
務
局（
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
４
１
５
１
 

５７

２
０
０
８
ワ
ン
ワ
ン
 

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
　
時
　
　
月
５
日（
日
）

１０

　
　
　
　（
雨
天
中
止
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
　
所
　
思
川
緑
地
公
園

　
　
　
　（
白
　
大
学
東
側
河
川
敷
）

催
　
物

・
動
物
健
康
診
断

・
し
つ
け
相
談

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
子
犬
、
子
猫
の
里
親
さ
が
し

・
ワ
ン
ワ
ン
ク
イ
ズ

・
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト

　
※
定
員
　
名
／
申
込
は
町
生
活
環

２０

　
境
課
へ
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

・
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
し
つ
け
教
室

・
警
察
犬
の
公
開
訓
練

・
粗
品
配
布（
数
量
限
定
）

問
町
生
活
環
境
課
撒（
　
）
４
１
４
９
 

５７

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
 

大
切
な
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
７
月
　
日
ま
で
に
今
ま

２３

２４

で
の
テ
レ
ビ（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
）放
送

は
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
（
地
上
デ
ジ

タ
ル
）
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
 

視
聴
す
る
に
は
？

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

ビ
に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買

い
足
す

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
①
と
②
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。
③
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
野
木
町
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
共
同
受
信
ア

ン
テ
ナ（
共
聴
施
設
）等
を
ご
利
用
の

方
は
、
設
置
者
及
び
管
理
者
等
の
意

向
に
よ
り
対
応
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
設

置
者
及
び
管
理
者
等
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
じ
平
成
　
年
２３

７
月
　
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
詳

２４

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

算
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

算
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
お
問
い
合
わ

　
せ
セ
ン
タ
ー

　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
５
７
０
‐
０
１
‐
２
０
１
１

※
受
付
時
間

　
平
　
日
/
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
土
日
祝
/
午
前
９
時
～
午
後
６
時

算
花
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ

　問
総
務
省
情
報
通
信
政
策
局

　
　
撒
０
３（
５
２
５
３
）５
７
９
２

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

h
ttp
://w

w
w
.d
p
a
.o
r.jp



住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

見
え
て
く
る
 

日
本
の
暮
ら
し
 

住
ま
い
か
ら

　
　
月
１
日
に
、
統
計
法
に
基
づ
く

１０
指
定
統
計
調
査
で
あ
る
「
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
」
が
、
全
国
３
５
０
万

世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
　
年
以
来
５

２３

年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
安
心
・

安
全
で
良
質
な
住
宅
、
良
好
な
居
住

環
境
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
や
ま

ち
づ
く
り
施
策
な
ど
、
国
民
の
住
生

活
に
関
す
る
施
策
を
進
め
る
際
の
重

要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
お
宅
に
は
、
９

月
下
旬
か
ら
、
県
知
事
が
任
命
し
た

統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
に
漏
れ

な
く
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た

り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
あ
り

の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
町
企
画
財
政
課
撒（
　
）
４
１
１
６

５７

バ
ス
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

　
小
山
地
区
広
域
行
政
推
進
協
議
会

で
は
小
山
地
区
圏
域（
野
木
町
・
小
山

市
・
下
野
市
）の
皆
様
が
自
分
の
住
ん

で
い
る
圏
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

圏
域
へ
の
愛
着
を
一
層
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
　
月
６
日（
木
）

１１
　
午
前
８
時
　
小
山
市
役
所
集
合

行
　
程

　
小
山
市
役
所
→
旧
下
野
煉
化
製
造

　
会
社
煉
瓦
窯【
国
重
文
】（
野
木
町
）

　
→
野
木
神
社（
野
木
町
）→
県
南
公

　
設
卸
売
市
場（
小
山
市
）【
昼
食
】→

　
紬
織
物
技
術
セ
ン
タ
ー（
小
山
市
）

　
→
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　（
下
野
市
）
→
下
野
国
分
寺
跡
（
下

　
野
市
）
→
寺
野
東
遺
跡（
小
山
市
）

　
→
小
山
市
役
所
《
午
後
５
時
》

対
　
象

　
小
山
地
区
広
域
圏
（
野
木
町
・
小

　
山
市
・
下
野
市
）
在
住
者

定
　
員
　
　
名（
大
型
バ
ス
２
台
）

８０

参
加
費
　
５
０
０
円（
傷
害
保
険
代
）

※
昼
食
は
持
参
ま
た
は
申
込
時
に
注

文
予
約
受
付
（
注
文
し
た
場
合
の
昼

食
代
６
０
０
円
は
当
日
）

申
込
方
法

　
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

　
話
番
号
・
弁
当
予
約
の
有
無
を
明

　
記
の
う
え
応
募
。（
グ
ル
ー
プ
参
加

　
は
、
２
名
１
組
で
参
加
者
す
べ
て

　
明
記
）

申
込
期
限
　
　
月
１
日

１０

　
　
　
　
　
当
日
消
印
有
効

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

問
小
山
市
企
画
調
整
課

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
９
３
５
２

２２

　
〒
３
２
３
‐
８
６
８
６

　
小
山
市
中
央
町
１
‐
１
‐
１

無
料
調
停
相
談
会

日
　
時
　
９
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
　
所
　
栃
木
市
中
央
公
民
館

相
談
内
容

産
交
通
事
故
、
サ
ラ
金
、
土
地
・
家

屋
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

産
離
婚
・
離
縁
、
遺
産
分
割
・
相
続
、

家
庭
内
・
親
戚
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

相
談
無
料

※
資
料
が
あ
る
場
合
は
、
持
参
く
だ

さ
い
。

問
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
栃
木
支
部

　
　
　
撒
０
２
８
２（
　
）
０
２
２
５

２３

法
の
日
合
同
無
料
相
談
会

　
司
法
書
士
会
・
土
地
家
屋
調
査
士

会
・
行
政
書
士
会
の
小
山
支
部
（
野

木
町
、
小
山
市
、
下
野
市
）
で
は
、

合
同
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
５
日（
日
）

１０

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
　
所
　
道
の
駅
思
川

　
　
　
　
小
山
評
定
館

相
談
内
容

酸
司
法
書
士

・
相
続
登
記
、
保
存
登
記

・
売
買
、贈
与
、交
換
等
に
よ
る
登
記

・
共
有
物
分
割
登
記
　
ほ
か

酸
土
地
家
屋
調
査
士

・
土
地
境
界
、
測
量

・
土
地
分
筆
登
記

・
地
目
変
更
登
記
　
ほ
か

酸
行
政
書
士

・
建
設
業
許
可
申
請

・
開
発
行
為
許
可
申
請

・
農
地
転
用
許
可
申
請
　
ほ
か

問
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
８
３
０
３

２２

　
土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山
支
部

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
２
７
１
７

２７

　
行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
０
６
７
９

２３

お知らせ
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
 

責
任
技
術
者
試
験

日
　
時
　
　
月
　
日（
金
）

１１

１４

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
　
所
　
栃
木
県
河
内
庁
舎

申
込
期
間

　
　
月
１
日
～
　
日（
消
印
有
効
）

１０

１０

申
込
用
紙

　
９
月
　
日
か
ら
栃
木
県
建
設
総
合

１２

　
技
術
セ
ン
タ
ー
及
び
町
上
下
水
道

　
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
は
、
申
込
用
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
本
年
度
か
ら
、
試
験
講
習
は
実
施

し
ま
せ
ん
。

問
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
撒
０
２
８（
６
２
６
）
３
１
８
７

 

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

　
自
動
車
税
等
の
滞
納
の
た
め
差
押

え
た
電
話
加
入
権
等
を
公
売
し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
　
日（
金
）

２６

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～

４５

場
　
所
　
県
庁
下
都
賀
庁
舎

　
　
　
　
第
１
別
館
２
階
大
会
議
室

※
持
参
す
る
も
の
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
２（
　
）
３
４
１
１
 

２３

新
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
う
統
一
農
業
委
員

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
農
業
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
１
回
農
業
委
員
会
総
会

が
７
月
　
日
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員

２２

会
会
長
に
舘
野
忠
さ
ん（
若
林
）
と
会

長
職
務
代
理
に
真
瀬
利
男
さ
ん
（
丸

林
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
は
、
７
月
　
日
か
ら

２０

　
年
７
月
　
日
ま
で
で
す
。
括

２３

１９
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In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

工
事
の
お
知
ら
せ

　
人
  権
  標
  語

優
し
い
心
と
思
い
や
り
　
み
ん
な
の
心
を
あ
た
た
め
る

野
木
中
学
校
　
 荒
  井
 　
の
り
子

あ

ら

 い

　
　
　（
　
年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

１９

纂農業委員名簿（敬称略）

担当地区氏　名

本新田・下影・角新田青木　良夫

上羽ヶ田・中古屋山中　武

友下・友西渡邉　勲

松原全域・潤島全域秋山　清

野木２・３海老沼　久雄

野木１の１・１の２間明田　通子

野木５・６松本　富男

野木４・野木原須藤　和一

野渡全域神原　敏郎

南赤塚全域針谷　武夫

中谷全域岡部　健一

中谷全域岡部　榮一

丸林全域真瀬　利男

若林全域舘野　忠

佐川野上・中寶示戸　敬子

佐川野西・下全域大森　栄

川田全域鈴木　敏男

問
下
水
道
係
　
撒
（
　
）
４
１
６
５

５７

お
詫
び
と
訂
正

　
８
月
号
　
ペ
ー
ジ
「
野
木
町
人
事
行

１８

政
運
営
等
の
状
況
の
公
表
」
中
、
産
職

員
数
・
定
員
管
理
状
況
の
部
門
別
職
員

数
の
状
況
の
表
中
、
普
通
会
計
部
門

一
般
会
計
部
門
の
小
計
中
対
前
年
増

減
数
「
△
４
」
と
あ
る
の
は
「
０
」
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

問
水
道
係
　
　
撒
（
　
）
４
１
９
４

５７



（15）

古
河
市

算
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ポ
ニ
ー
牧
場

　
普
段
ふ
れ
る
機
会
の
少
な
い
ポ
ニ
ー
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

引
き
馬
料
金
　
大
　
人
　
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
　
１
枚
2
0
0
円
（
希
望
者
）

営
業
時
間

産
７
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

産
　
月
～
6
月
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

10

１０

３０

１１

３０

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
２
時
　
分

３０

３０

※
　
月
～
２
月
の
平
日
は
午
後
よ
り

１２
定
休
日
　
月
曜
日

問
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ポ
ニ
ー
牧
場撒

（
　
）
１
３
５
１

９１

北
川
辺
町

算
新
そ
ば
花
ま
つ
り
開
催

日
　
時
　
　
月
５
日
（
日
）

１０

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時
　
※
雨
天
決
行

１０

会
　
場
　
旧
川
ふ
る
さ
と
公
園
（
伊
賀
袋
）

　
　
　
　
及
び
周
辺
農
地

内
　
容
　

　
　
a
の
そ
ば
畑
の
花
見
、
手
打
ち
そ
ば
の
実
演

６０
　
販
売
、
新
そ
ば
粉
の
製
粉
販
売
、
地
元
農
産
物

　
の
販
売
、
模
擬
店
出
店
他

問
ラ
イ
ス
パ
ー
ク
　
　
　
　
　
緯
（
　
）
４
３
４
９

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報



恭新橋児童館

算幼児向け絵本講演会
　読み聞かせ＆幼児の本の紹介。読

み聞かせの大切さを教えます。

演　題　子どもと楽しむ絵本の世界

日　時　９月２６日（金）

　　　　午前１０時～正午

対　象　幼児と保護者

参加無料

申　込　児童館へ（電話可）

算ママ講座
　保健師＆栄養士が皆さんの悩みを

解決します。お子さん連れの参加も

ＯＫ！

日　時　９月５日（金）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

題　材　皮膚のトラブル解消

　　　　夏の疲れた体に良い食事

　　　　（レシピ・試食あり）

対　象　幼児をもつお母さん／２０名

参加無料

申　込　児童館へ（電話可）

算親子でヨガ！
　お子さんと一緒にリラックスして

みませんか。日頃の忙しさを１時間

だけ忘れてみましょう。

日　時　９月６日、２０日、２７日（土）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者／１５組

参加料　５００円

申　込　児童館へ（電話可）

算楽しいクッキング
　チョコホイルケーキを作ろう。

日　時　９月１３日（土）

　　　　午前１０時～正午

対　象　児童と保護者／３０名

参加料　１００円

持ち物　エプロン・三角巾

申　込　参加料を添え児童館へ

　　　　(電話不可)

算童謡付読み聞かせ
　音楽・手遊び・踊りありの楽しい

１時間を・・・

日　時　９月３０日（火）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　児童と保護者

内　容

　「おだんごを食べたお月さま」

　「おさじさん」

　「のりものいっぱい」

参加無料・申込不要

算楽器レッスン
　専門の先生に楽器を教えてもらい

ませんか。

日　時　毎週土曜日　午後２時～

※楽器ごとに日程が異なります。

対　象　小学校高学年～高校生

　　　　各楽器１５名

　　　　（楽器を持参できる方）

楽　器　フルート、クラリネット、

　　　　サックス、ホルン、トラン

　　　　ペット、トロンボーン、ユ

　　　　－ホ、テューバ、打楽器

参加料　１回５００円

申　込　児童館へ(電話可)

茅　茅　茅

恭あかつか児童センター

　１８歳以下の皆さんのための施設で

す。日曜・祝日を除く午前８時３０分

～午後５時３０分まで利用できます。

算クッキング教室
　バナナパフェを作ろう。

日　時　９月２０日（土）

　　　　午前１０時～正午

対　象　小学生

参加料　１００円

申　込

　９月１３日までに参加料を添え児童

　センターへ（電話不可）

算ママの時間
　牛乳パックで小物入れを作りまし

ょう。お子さんも近くで工作を楽し

みます。

日　時　９月３０日（火）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　幼児と保護者／１５組

参加料　１００円

申　込

　９月２７日までに参加料を添え児童

　センターへ（電話不可）

算すこやか栄養教室
　残ったごはんで、おいしいおやつ

を作りましょう。

日　時　１０月７日（火）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　幼児と保護者／１５組

参加料　１００円

申　込

　９月３０日までに参加料を添え児童

　センターへ（電話不可）

狂その他たくさんのイベントが

あります。詳しくは問い合わせ

ください。
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毅
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子どものお手伝い

　「子どものお手伝い」と聞いて、どんな

ことが思い浮かぶでしょうか？

　テーブルをふく、はしを並べる、配ぜ

んをする、そうじやお使いなど、お手伝

いの多くは家事の一部から行われている

と思います。子どもの心や体が成長して

いるあかしで、いろいろなことに興味や

関心をもって、自分の力を試してみたい

という意欲の表れでもあります。最初は

時間がかかったり、失敗したりしてじれ

ったくなり「おじゃま虫」かも知れません。

そんなときは、お手伝いをしているとき

の子どもの顔を見てください。とても真

剣で誇らしげな表情をしています。まず

は、小さなお手伝いからできることを無

理なくする。それがどんなに簡単なこと

であっても徐々に身についていくもので

す。そして、半分できたら「よし」とする

くらい大目に見てあげ、「助かった」「あり

がとう」をきちんと伝えることが、子ど

もに自信とやりがいを与えていくのです。

　手伝うとは、「手助けをする」「助け合

う」という意味があり、やってもらうこ

とだけでは味わえない、人に役立つ喜び

を感じることができます。ましてや、子

どもは普段、親からしてもらうことが多

い受け身的な存在です。お手伝いを上手

に取り入れてあげることで、自分の仕事

を持つ責任感とお手伝いを終えた達成感

が味わえます。そして、それが自分は必

要な存在なのだという安心感と、自分の

役割があるという「うれしさ」につなが

っていくのだと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丸林保育所保育士　村越裕美

ひざ痛・腰痛にならない 

生活習慣のポイント

　中年期以降、ひざ・腰の痛みを訴える

人が増えてきます。生活習慣を見直して

みましょう。

茅体重は増え過ぎていませんか？

　ひざ痛・腰痛予防の大前提は、肥満に

ならないことです。

《ＢＭＩで肥満度チェック》

ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)

例）身長170cm、体重75kgの人の場合

ＢＭＩ＝75.0(kg)÷1.7(m)÷1.7(m)＝26.0

岳判定は肥満です

茅姿勢に注意

　良い姿勢は、筋肉や関節への負担が少

ないので、疲れにくく、ひざ痛・腰痛も

起こりにくくなります。背骨は本来、緩

やかなS字カ―ブを描いてバランスをと

るのが正しい状態です。お腹と腰が前に

突き出る「反り返り」や首が前に出て背

中が丸まる「猫背」などの姿勢は腰椎に

大きな負担がかかります。加齢や運動不

足による筋力の衰えに伴って悪い姿勢に

変わってしまうことが多いので、時々姿

勢をチェックし、良い姿勢を保つように

しましょう。

町健康福祉課　保健師

ＢＭＩ判定表（日本肥満学会）

25.0以上
18.5以上～
25.0未満

18.5未満

肥　満正常域や　せ
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年
目
の
開
花
鎧
 

40～
神
秘
の
花
・
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
～

　
こ
の
夏
、
南
赤
塚
の
針
谷
さ
ん
と

野
渡
の
福
島
さ
ん
宅
の
玄
関
先
に
あ

る
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
が
、
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

　
５
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
花

茎
を
伸
ば
し
続
け
、
７
月
下
旬
に
は

約
６
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
に
な
り
、

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
は
、
熱
帯
地
方

で
は
約
　
～
　
年
、
日
本
で
は
約
　

１０

２０

３０

～
　
年
で
開
花
す
る
と
い
わ
れ
る
神

５０
秘
の
花
で
す
。
一
回
結
実
性
植
物
の

た
め
、
花
は
一
生
に
一
度
し
か
咲
か

ず
、
一
度
の
開
花
で
こ
の
株
は
枯
れ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　
７
月
　
日
、
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協

１２

議
会
（
４
H
ク
ラ
ブ
）に
よ
る
ア
グ
リ

ツ
ア
ー（
と
う
も
ろ
こ
し
収
穫
体
験
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
後
継
者
の
若
者
と
一
般
町
民

親
子
　
名
が
参
加
し
、
町
内
の
農
業

６５

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

目
的
で
施
設
を
見
学
し
た
り
収
穫
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
J
A
の
選
果
場
に
て
、
き

ゅ
う
り
の
選
別
か
ら
箱
詰
め
ま
で
の

作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
快
晴
で
暑
い
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
親
子
で
汗
を
ぬ
ぐ
い
な

が
ら
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協

議
会
手
作
り
の
地
元
の
農
産
物
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
カ
レ
ー
や
あ
ま
～

い
茹
で
と
う
も
ろ
こ
し
を
味
わ
い
な

が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

親
子
い
っ
し
ょ
に
野
木
町
産
の
野
菜

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
速
や
か
な
救
急
蘇
生
法
の
必
要
性

②
１
次
救
命
処
置

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
手
順

④
異
物
除
去

　
な
ど
、
講
習
の
内
容
は
盛
り
だ
く

さ
ん
で
し
た
。
自
分
の
大
切
な
家
族

や
友
人
そ
し
て
隣
人
が
突
然
倒
れ
た

時
、
そ
の
命
を
守
り
、
救
う
た
め
に

こ
の
救
急
救
命
を
体
験
す
る
こ
と
が

い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
学
び
、
受

講
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
を
出
し
て
覚
え

て
い
る
こ
と
を
行
う
た
め
に
、
今
回

の
体
験
は
と
て
も
意
義
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
研
修
の
ひ
と
つ
と

し
て
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部

会
野
木
支
部
会
は
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

投
稿
 

大
切
な
命
を
ま
も
る
た
め
に
 

普
通
救
命
講
習
会
に
参
加
し
て

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部
会

野
木
支
部
会
長
　
　
　
諏
訪
　
洋
子

　
本
年
度
の
小
山
地
区
交
通
安
全
協

会
女
性
部
会
野
木
支
部
の
事
業
計
画

の
一
環
と
し
て
、
普
通
救
命
講
習
会

を
小
山
消
防
署
野
木
分
署
の
救
命
士

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
７
月
２
日
、

町
役
場
新
館
大
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
　
名
で
、
野
木
支

１５

部
と
し
て
は
３
年
ぶ
り
の
普
通
救
命

講
習
会
で
し
た
。

　
「
救
命
リ
レ
ー
の
第
１
走
者
は
あ

な
た
で
す
」
の
掛
け
声
か
ら
始
ま
っ

た
普
通
救
命
講
習
会
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
の
手
順
も
取
り
入
れ
、
何
度
も
受

け
て
い
る
方
も
初
め
て
受
け
る
方
も

和
気
あ
い
あ
い
と
笑
い
声
の
中
で
と

て
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
第
１
発
見
者
の
迅
速
な
対
応
が
次

々
と
つ
な
が
り
、
救
命
連
鎖
に
よ
り

命
が
救
わ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る

と
の
こ
と
か
ら
、
第
１
走
者
に
必
要

な
救
急
蘇
生
法
を
実
際
に
人
形
相
手

に
体
験
し
ま
し
た
。

↑リュウゼツランの花

←花茎は６メートル以上
　になりました

（写真は南赤塚の針谷さん
宅のリュウゼツラン）

親子親子でで

とうもろこしとうもろこしのの

収穫体収穫体験験
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投
稿
 

お
花
の
匂
う
家
庭
菜
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
城
　
利
治

　
こ
こ
は
、
南
赤
塚
中
之
内
公
民
館

の
あ
る
交
差
点
に
面
し
た
家
庭
菜
園

で
す
。
北
斗
団
地
の
方
を
は
じ
め
、

そ
の
他
の
方
々
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
野
菜
が
作
ら
れ
て
い
る
菜
園
で

す
。
　
こ
の
菜
園
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
野

菜
と
と
も
に
、
色
鮮
や
か
な
お
花
が

た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
の
お

花
は
、
野
菜
の
天
敵
で
あ
る
供
あ
ぶ

ら
虫
僑
な
ど
の
害
虫
防
除
の
た
め
に

植
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

ま
さ
に
有
機
農
業
の
一
環
そ
の
も
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
お
花
の
役
割

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
小

中
学
校
の
児
童
や
生
徒
を
は
じ
め
菜

園
に
沿
っ
た
道
を
行
き
交
う
人
々
の

心
の
憩
い
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
沿
道
に
咲
く
お
花
を
見
る
と
き
人

々
の
心
は
安
ら
ぎ
ま
す
。
道
行
く
児

童
に
「
お
花
は
、
ど
う
？
」
と
聞
く

と
、
す
か
さ
ず
「
心
が
休
ま
る
」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
児

童
に
幸
あ
れ
と
心
か
ら
祈
り
ま
し
た
。

親
子
勤
労
体
験
ク
リ
ー
ン
活
動

　
８
月
２
日
、
午
前
８
時
か
ら
丸
林

中
央
公
園
・
丸
山
公
園
・
星
の
宮
神

社
及
び
周
辺
の
道
路
を
中
心
に
野
木

町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
に
よ
る
供
親

子
勤
労
体
験
ク
リ
ー
ン
活
動
僑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
親
と
子
ど
も
が
共

に
清
掃
や
ゴ
ミ
拾
い
作
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に

応
じ
た
社
会
貢
献
の
場
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
当
日
は
約
１
３
０
名
の
参
加
が
あ

り
、
奉
仕
活
動
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
ぎ
事
業
報
告

　
７
月
　
日
、
野
木
第
二
中
学
校
に

１１

お
い
て
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス

の
尾
崎
裕
巳
さ
ん
に
、
野
木
ジ
ュ
ニ

ア
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
を

直
接
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
プ
ロ
の
技
術
を
少

し
で
も
習
得
し
よ
う
と
熱
心
に
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

ぎ
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
教
室
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

町
生
涯
学
習
課

町内の交通事故

7件数
７
月
累
計

0死者

8傷者

64
(-9)

件数
（増減）
　
年
累
計
（
前
年
比
）

２０

1
(-1)

死者
（増減）

77
(-13)

傷者
（増減）

町内の救急出場

77
出場
件数７

月
累
計 74
搬送
人員

299
(-3)

出場
件数
（増減）

　
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２０

266
(-4)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

1空き巣
７
月
累
計

0自動車盗

1車上ねらい

6自転車盗

12
(-8)

空き巣
（増減）　

年
累
計
（
前
年
比
）

２０

4
(-9)

自動車盗
（増減）

17
(-9)

車上ねらい
（増減）

18
(-4)

自転車盗
（増減）

８月１日現在

人口 男 12,710人
女 12,962人
計 25,672人

　世帯数　8,954

町の人口

今月の納期

第３期

第３期

第３期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料



GGGGGGaaaaaalllllllllllleeeeeerrrrrryyyyyy
ギャラリー

　魚屋一筋人生の貞雄さん、１５年ぶりに再登場。益々お

元気ですが、耳の方は大分遠くなったようだ。倅さんの

低く太い声より、お嫁さんやお孫さんの高めの声の方が

よく聞こえるらしい。食べ物の好き嫌いは無く、メニュ

ーは家族と同じ。家族から止められている自転車乗り

にもこっそりと挑戦。「まだまだ乗れるさ。坂道だって

平気」とちょい自慢。「健康法は、体を動かすことだね」

と、庭の掃き掃除や草むしりに励む。しかし、決して無

理はしない。「これが今の仕事だよ」と楽しそうにほうき

を握る。１００歳は目前外

平
成
　
年
９
月
１
日
発
行
　
広
報
の
ぎ
（
４
４
４
号
）
鞄
発
行
　
野
木
町
　
蒲
編
集
　
野
木
町
広
報
委
員
会
　
●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
　
〒
３
２
９
―
０
１
９
５
　
野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１
　
緯
０
２
８
０（
　
）
４
１
１
７

２０

５７


	080901広報のぎ_PDF01
	080901広報のぎ_PDF02
	080901広報のぎ_PDF03
	080901広報のぎ_PDF04
	080901広報のぎ_PDF05
	080901広報のぎ_PDF06
	080901広報のぎ_PDF07
	080901広報のぎ_PDF08
	080901広報のぎ_PDF09
	080901広報のぎ_PDF10
	080901広報のぎ_PDF11
	080901広報のぎ_PDF12
	080901広報のぎ_PDF13
	080901広報のぎ_PDF14
	080901広報のぎ_PDF15
	080901広報のぎ_PDF16
	080901広報のぎ_PDF17
	080901広報のぎ_PDF18
	080901広報のぎ_PDF19
	080901広報のぎ_PDF20

